




３．経費の使用状況（申請時の計画に対する実績を記述） 

 申請時は，設備備品費 100 万円，印刷費 10 万円，旅費 15 万円，謝礼金 20 万円としてい

た．印刷費，謝礼金については，設備費と消耗品費に充当した． 

内訳としては，申請時はレーザ変位計での計測を考えていたが，回転体の変位とはりの相

対変位を計測できる，ハイスピードカメラに変更し，購入した．さらに，ハイスピードカメ

ラによる計測データは，オフラインでのソフトウェアによる処理が必要となるため，リアル

タイムに各はりの加速度を測定するためのモーションセンサを購入した．モータでの加振を

予定し，モータ購入費を予定していたが，モータでの加振が難しかったため，別の費用で購

入した加振器を利用した． 

消耗品費としては，実験装置の製作のための，材料費と制作費を計上した． 

旅費は，解析結果を D&D2017 において発表するため，計上した． 

４．将来展望（今後の発展性、実用化の見込み等について記述） 

 本研究では，端部のない系において局在化した振動が各はりを移動する，移動型 ILM の

発生を明らかにした．これは，大きく振動するはりが切り替わるため，すべてのはりが疲労

する．このため，このようは移動型 ILM の発生をさせないことが重要となる．現在のとこ

ろ移動型 ILM は系の非線形性が漸軟形の場合のみ発生することが分かっており，非線形性

が漸硬形であるタービンブレードでの発生は確認していない．しかし，パラメータの値を変

化させた場合，漸硬形の場合にも発生する恐れがあるため，移動型 ILM の発生条件を明ら

かにすることが必要である． 

 本研究では，ILM の発生条件，特に各はりの連結ばねのばね定数，系の非線形性について

明らかにした．今後は，この結果を用いてタービンブレードの設計の際に，ILM の発生しな

い，連結の強さ，材料の選定，形状の指標に用いることができると考えている． 

さらに，タービンブレードだけではなく，風車のブレードなどの複数のはりでモデル化で

きる機械構造物の振動の局在化現象などの解明やその振動抑制にも，本手法が生かせると考

えている．一方，ILM を意図的に発生させる，特に移動型 ILM の発生を制御することによ

る新たな機構の開発が期待される．  
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